
 

鈴鹿都市計画地区計画の変更（鈴鹿市決定） 

 

都市計画 寺家一丁目地区 地区計画を次のように決定する 

 

 

１．地区計画の方針 

名 称 寺家一丁目地区 地区計画 

位 置 寺家一丁目地内 

面 積 約４．２ｈａ（地区整備計画区域約４．２ｈａ） 

区
域
の
整
備
，
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区計画の目標 

当地区は，鈴鹿市の南東部に位置し，自然環境に恵まれた鼓ヶ浦海

水浴場を望み，公共交通機関や小中学校に近接し、周囲も低層の住宅

地として発展していることから，今後良好な住宅団地としての土地利

用が見込まれる。 

 そこで，本計画では将来にわたって良好な住環境の維持増進を図る

とともに，土地利用，施設配置の計画にそった環境を保全育成し，緑

に囲まれた健康的で良好な市街地の形成を図ることを目標とする。 

土地利用の方針 

本地区を低層専用住宅として，良好な居住環境を損なうことなく，

かき，さくをはじめ，敷地内には積極的に緑を配置し，ゆとりとうる

おいのある安全な住宅地として発展させる。 

地区施設の整備の方針 

 当地区と南側市街地とを連携するための歩道を有する骨格的な道路

（幅員９．０m）と，良好な街区を形成するための道路（幅員６．０m）

を，一部既設道路を活用しつつ整備するとともに，良好な住環境を目

的として公園及び雨水調整池も併せて適正に配置し整備する。また，

整備後はこの機能が損なわれないよう維持保全を図る。 

建築物等の整備の方針 

調和のとれた街並みと良好な住環境を形成するため，建築物の用途，

高さ，壁面の位置等について制限を定める。 

地区計画の決定については，敷地の細分化による狭小宅地の発生を

防止するため敷地面積の最低限度を定める。また，緑の確保のため，

かき，さく，へい，の構造について制限を定め生垣等の推進を図る。 

更に，意匠の制限を定め，景観の向上を図る。 

 

 

 

 



２．地区整備計画 

地 区 の 名 称 寺家一丁目地区 

面 積 約４．２ha 

地

区

整

備

計

画 

地区施設の 

配置及び規模 

種別 名称 幅員 延長及び面積 備考 

道路 
区画道路１号 ９．０ｍ 約２８０ｍ １本 

区画道路２号 ６．０ｍ 約１３００ｍ １３本 

公園 （仮称）寺家一丁目１号公園 ― 約０．１２ha  １ヶ所 

雨水調整池 ― 約０．１８ha  １ヶ所 

地区の区分 

名称 Ａ地区 Ｂ地区 

面積 約３．７ha 約０．５ha 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

建築物の用途の制限 

次の各号に掲げる以外の建築物は建

築してはならない 

１．建築基準法別表第２（い）項第１

号に掲げる｢住宅｣で１戸建ての

専用住宅 

２．集会所 

３．公園内の公衆便所 

４．ガス事業の用に供する施設 

５．前各号の建築物に付属する車庫

並びに物置等 

次に掲げる以外の建築物は建築して

はならない 

１．建築基準法別表第２（い）項に掲   

  げるもの（ただし第３号を除く） 

建物の容積率の最高

限度 
１０分の１０ 

建物の建蔽率の最高

限度 
１０分の６ 

日影規制・斜線制限 第１種低層住居専用地域の制限に準ずる。 

建築物の高さの最高

限度 

最高の軒の高さ７．０ｍとする。 

最高の高さ１０．０ｍとする。 

建築物の敷地面積の

最低限度 

２００㎡。ただし，地区計画決定時点に２００㎡未満であった敷地について

はこの限りではない。 



壁

面

の

位

置

の

制

限 

道路境界線及び

隣地境界線から

建築物の外壁又

はこれに代わる

柱までの距離の

最低限度 

 

道路境界線から１．５ｍ，隣地境界線

から１．０ｍ。ただし，建築物の部分

が次のいずれかに該当する場合につい

てはこの限りではない。 

（１） 物置その他これに類する用

途（自動車車庫を除く）に供

し，軒の高さが２．３ｍ以下

のもの。 

（２） 自動車車庫で軒の高さが２．

８ｍ以下のもの。 

 

A 地区に準ずる。ただし，地区計

画決定時点で建物（居宅）が存在す

る宅地についてはこの限りではな

い。 

建築物の形態・意匠の

制限 

１．屋根及び外壁の色彩は健全な住環境と調和を保つものとする 

２．地区内の看板，広告物類の設置については，三重県屋外広告物条例にお 

ける禁止区域の制限に準ずる。 

「かき」・「さく」又は

「へい」の構造の制限 

１．道路沿いに設ける「かき」・「さく」又は「へい」は生垣とする。ただし， 

次のいずれかに該当するものについてはこの限りではない。 

（１） 生垣の外側に開放的なさくの並列設置 

（２） 門の袖で地盤面からの高さが１．５ｍ以下のもの及び門 

２．１で設けるかき等は，道路境界線から０．５ｍ以上後退させなければな 

らない。 

３．隣地境界沿いに「かき」・「さく」又は「へい」を設ける場合は地盤面よ 

り１．２ｍ以下でなければならない。ただし，生垣又は開放的なさくは，

この限りではない。又生垣と開放的なさくとの並列設置はできるものと

する。 

・地区整備計画を定める区域及び地区の区分は，計画図表示のとおり。 

 


